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This paper proposes a novel algorithna for Boolean―funct on rninilnization. The algorithm
is used for obtaining cOFect ansMrers in the 10gic circuit design training softttrare  ln such CAI
applicatiOns,the number Of logic variables is lilnitted to the one equale to or less than 5,on the
other hand, the processing tilne is required to be less than a fe、、テ seconds  ln the prOposed
method,the temary Kamaugh map isintrOduced  The minilnizing process is as foHo、、アs; l a■
ofthe teHns obtainable frOm the given Boolean―function are rnade in the ternav Kamaugh rnap,
2_ redundant terms are deleted  The prOposed method is cOmpared to the traditiOnal Quine―
卜11cCluskey method  lt is fOund that the prOcessing tirne can be reduced t0 1/3 ofthe one by the
Quine―ふIcCluskey method
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図1 3値カルノー図のセルと最小項の対応 (3変数の場合)
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図5(b)すべての頂発生結果
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C     (デ
図5(a)簡単化対象
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'     C図5(d)非必須項登録結果
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10 FOR E=O T01
20  FOR D=O T01
30  FOR C=OT01
40   FOR B=O T01
50   FOR A=O T01
60   1F K(A,B,C,D,E)< >O THEN
GOT0 380
70    U(A,B,C,D,2)=0
80    U(A,B,C,2,E)=0
90    U(A,B,2,D,E)=0
C%
370   U(2,2,2,2,2)=0









20 FOR D=O T02
30 FOR C=O T02
40 FOR B=O T02
50 FOR A=O T02
60  1F U(A,B,C,D,E)=OTHEN GOTO
380








370  1F U(2,2,2,2,2)=lTHEN U(A,B,
C,D,E)=0
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ステップ9-3キューブを1の個 数 に従って グ
ループに分割し,第1番目のリストを作る。1←1と
する。
ステップ9-4 第r番目の リス トの第ノグループ
のキューブと第 0+1)グループの間で比較を行い,
2つのキューブ間でただ1つの変数のみ異なってい
るような対があれば,第(r+1)番ロリストの第ノグ
ループ欄に2つのキューブに包含される最小項の 10
進表現とキューブを併合して得られるキューブを書
く。
ステップ9-5 ステップ9-3,ステップ9-4を,第r
番目のリストにグループがただ1つになるまでくり
返す。
ステップ9-3～ステップ9-5の間にキューブの併
合を行わなかった項を主項として登録する。
(主項の最小被覆を求める)
ステップ9-6 主項を垂直軸に沿って記号数の少
ない順に並べ,主項に包合される最小項の10進表現
を水平軸に沿って並べた表を作成する。行 ゲに対応す
る主項が列ノに対応する最小項を包合するとき,交点
(i,j)に×印を記入する。
ステップ97 ×印をただ1個しか持たない列を
求める。この列に×印を持つ行を解に含める。この列
と行を除去する。
ステップ98 行0が×印を持つ列に行Pも×印
を持つとき,行Oを除去する。
ステップ9-9 列jが×印を持つ行に列 ゲも×印を
持つとき,列ゲを除去する。
ステップ91o ステップ9-7～ステップ9-9を,×
印をただ1個しか持たない列がなくなるまでくり返
す。
(サイクリックテーブルの最小被覆を求める)
ステップ911 上述までの手続きを用いてもすべ
ての列が除去できないときはサイクリックテーブル
とよばれる。以下その処理を行う。まず,1つの行を
とる。
ステップ912 この行が最終解に含まれると仮定
し,解に仮登録の上削除する。
ステップ9-13 ステップ97～ステップ91oをく
り返す。
ステップ912,ステップ9-13の手続きを処置Aと
する。
ステップ914 ステップ9-11で選んだ行が最終
解に合まれないと仮定して単に削除する。
ステップ915 ステップ9-7～ステップ91oをく
り返す。
ステップ914,ステップ9-15の手続きを処置Bと
する。
ステップ916 処置Aと処置Bの結果を比較し,
項類の少ない方を解とする。
解は,ステップ97,および,ステップ916で得ら
れた項の和となる。
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